
◆第 25 版◆ 

重要事項説明書（訪問看護サービス） 2024 年 10 月１日 改訂 

ご利用者に対する訪問看護サービス提供にあたり、事業所があなたに説明すべき事項は次のとおりです。 

１、事業所概要 

事業所名称 独立行政法人地域医療機能推進機構下関医療センター附属訪問看護ステーション 

指定番号 下関市指定 ３５６０１９０１９５  

所在地 山口県下関市新地西町４番１号 

電話番号 ０８３－２５０－７１１６ 

開設年月日 平成２３年６月１日 

２、利用事業所 

事業の種類 指定訪問看護事業所 

事業の目的 ご利用者が、可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を

営むことができるように、その療養生活を支援し、心身機能の維持回復を目指すことを

目的として、医師の指示のもとに、看護師が、定期的にご利用者の居宅を訪問し、利用

者の意思および人格を尊重した適切な訪問看護サービスを提供します。 

提供するサービスの第三者評価の実施はありません。 

管理者名 小池 千也子（保健師） 

事業所の運営方針 

○独立行政法人地域医療機能推進機構下関医療センター附属訪問看護ステーション（以

下事業所）の看護師は訪問看護を必要とする人の尊厳を守り、その人らしく過ごせる様

に個々に応じた看護サービスの提供に努めるものとする。 

○事業の実施にあたっては、主治医との連絡、居宅支援事業所、関係市町村、地域の保

健・医療福祉機関との連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。 

○常に最新の医療について学ぶ姿勢を持ち、訪問看護に必要な知識・技術・人間性を磨

き必要な訪問看護の提供が行えるように、事業体制の整備に努めるものとする。 

３、営業日および営業時間 

営業日 通常、月曜日から金曜日まで。ただし、国民の祝日、１２月２９日から１月３日まで除く 

営業時間 午前８時３０分から午後５時１５分までとする 

上記の営業日、営業時間のほか、電話等により２４時間常時の対応ができる体制です。 

４、職員の配置状況および職務の内容 

職種 員数 

区分  

常勤 非常勤 

専従 兼務 専従 兼務 

管理者 １   １   保健師１名、看護職員兼務 

看護職員 ５ ４  １   看護師４名、管理者兼務１名 

事務職員    １   

職務の内容 

１、管理者（常勤 1 名）は、看護やサービス提供の場面等で生じる事象を適時かつ適切に把握しながら、訪

問看護の利用の申込みに係る調整、業務の実施状況の把握等の管理を一元的に行い、併せて、適切な訪問

看護を提供できるよう、従業者に運営に関する事項を遵守させるため必要な指揮命令を行う。但し、管理

上支障がない場合は、ステーションの他の業務に従事することができるものとする。 

２、看護職員 訪問看護計画及び訪問看護報告書を作成し訪問を担当する。但し准看護師を除く。 

３、事務職員 事務所の運営に必要な給付及び事務を担当する。 



 

５、事業の実施地域 

実施地域 本庁・彦島・長府・川中・勝山地区（離島は除く）とする。但し、相談には応じます。 

６、指定訪問看護内容 

１）病状・障害・日常生活の状態や療養環境のアセスメント 

２）清潔保持・食事および排泄等療養生活支援 

３）褥瘡の予防・処置 

４）日常生活・社会生活の自立を図るリハビリテーション 

５）ターミナル期の看護 

６）認知症・精神障害者の看護 

７）療養生活や介護方法の指導・相談 

８）カテーテル等の管理 

９）その他医師の指示による医療処置および検査等の補助 

１０）日常生活用具の選択・使用方法の訓練 

１１）住宅改修の相談・指導 

 

７、利用料 

【介護保険をご利用の方】                                  （単位） 

地域区分割合 その他 ０％ 地域区分のその他は０%で 1 単位=10 円 

訪問看護費（単

位） 

サービス内容 

 /提供時間 
20 分未満 30 分未満 

30 分以上 

60 分未満 

60 分以上 

90 分未満 

訪問看護サービス ３１４ ４７１ ８２３ １１２８ 

介護予防訪問看護 ３０３ ４５１ ７９４ １０９０ 

加 算 

緊急時訪問看護加算Ⅱ  同意： あり なし 1 月につき        ５７４ 

特別管理加算 
特別管理加算（Ⅰ）    ５００ 

特別管理加算（Ⅱ）    ２５０ 

長時間訪問看護加算 1 回につき        ３００ 

 

複数名訪問看護加算（Ⅰ）同意： あり なし 

 

30 分未満        ２５４ 

30 分以上        ４０２ 

夜間加算（１８：００～２２：００） 

早朝加算（ ６：００～ ８：００） 
２５/１００相当の加算 

深夜加算（２２：００～ ６：００）      ５０/１００相当の加算 

ターミナルケア加算   同意： あり なし                 ＊要支援は除く    ２５００ 

初回加算（Ⅰ） 

初回加算（Ⅱ） 

1 月につき        ３５０ 

1 月につき        ３００   

退院時共同指導加算 1 回につき        ６００  



備 考 

※ ご利用対象となるサービスは、事業所が発行する訪問看護計画書（介護予防訪問看護計画書を含む。 

以下同じ。）およびサービス内容説明書に明記されたものとなります。 

※ 加算については、ご利用者同意のうえ、保険割合に応じた負担金があります。 

※ 衛生材料費等については、ご利用者のご負担になるものもございます。 

※ 介護保険支給限度額を超えた場合は、ご利用者の１０割負担となります。 

 

 

【介護保険の加算】 

 

 

 

 

 

 

 

緊急時訪問看護加算Ⅱ  

 

特別管理加算 

 

 

 

 

 

長時間訪問看護加算   

 

 

 

複数名訪問看護加算 

 

ターミナルケア加算  

 

 

 

初回加算（Ⅰ） 

 

初回加算（Ⅱ） 

 

 

 

退院時共同指導加算  

24時間 365日緊急の連絡や相談、緊急時の訪問依頼等に対応 

 

特別な管理を要する利用者に対して、計画的な管理を行った場合に算定 

Ⅰ：気管カニューレ、留置カテーテルを使用している状態  等   

Ⅱ：在宅酸素療法指導管理、在宅自己導尿指導管理等を受けている状態 

人工肛門、人工膀胱を設置している状態、真皮を越える褥瘡の状態 

点滴注射を週 3回以上行う必要があると認められる状態 等 

 

特別な管理が必要（特別管理加算Ⅰと特別管理加算Ⅱ）で、所要時間が１時間以上

１時間半未満の訪問看護を行った後に、まだ訪問看護を行う場合であって、訪問看

護を通算した時間が１時間半以上になる場合 

 

訪問看護において看護師 1名での対応が困難で、複数名で訪問した場合 

 

在宅で死亡した利用者（ターミナルケアを行った後、24時間以内に在宅以外で死亡

した者を含む）に対して、死亡日及び死亡日前 14 日以内に 2 日以上、利用者にタ

ーミナルケアを行なった場合 

 

病院、診療所等から退院した日に初めて訪問看護を利用する場合（新規） 

 

病院、診療所等から退院した日の翌日以降に初めて訪問看護を行った場合（新規） 

要支援者が、要介護者になった場合(要介護の方が要支援になった場合も適応)        

過去 2か月に訪問看護を利用していなかった場合 

 

病院、診療所または介護老人保健施設又は介護医療院に入院する入所者が、退院ま

たは退所するにあたり、入院・入所施設の職員（医師・看護師、医師または看護師

の指示を受けた准看護師）と、訪問看護ステーションの看護師が指導を行った場合 

 



【健康保険をご利用の方】 

サービス内容 
 訪問看護基本利用料（健康保険法に順ずる） 

※ 掲載している金額は利用者負担金が 1 割の場合 

 

概ね ３０～６０分（1 回/日） 

訪問看護 

サービス 

訪問看護基本療養費（1 回/日の訪問時） 

週 3 日まで：５５５円、週 4 日目以降：６５５円 

訪問看護管理療養費・訪問看護管理療養費１ 

月の初日：７６７円、月の２日目以降：３００円 

老人医療 国民保険 健康保険 

健康保険

証に準ず

る割合 

3 割 本人３割 

家族３割 

訪問看護基本療養費（Ⅲ） 外泊時の訪問看護基本療養費 

         ８５０円 

 

加 算 ２４時間対応体制加算 （月 1 回加算） 

     同意：ある  なし 
６５２円 

特別管理加算     （月 1 回加算） 

特別管理加算 Ⅰ       ５００円 

 

特別管理加算 Ⅱ       ２５０円 

退院時共同指導加算   

特別管理指導加算 

 ８００円 

２００円 

退院支援指導加算 

退院支援指導加算（長時間） 

               ６００円 

８４０円 

在宅患者連携指導加算  （月１回限度）        ３００円 

在宅患者緊急時等カンファレンス加算 （月２回限度）        ２００円 

訪問看護情報提供療養費 1 同意：ある  なし 

訪問看護情報提供療養費 3 同意：ある  なし 

（月１回限度）        １５０円 

１５０円 

訪問看護ターミナルケア療養費 1  

同意：ある  なし 
              ２５００円 

難病等複数回訪問加算 

１日に２回目の訪問の場合   ４５０円 

 

１日に３回目の訪問の場合   ８００円 

緊急訪問看護加算（イ） 

緊急訪問看護加算（ロ） 

月１４日目まで 1 日につき  ２６５円 

月１５日目以降 1 日につき  ２００円 

長時間訪問看護加算（９０分超えた場合） （週１回限度）        ５２０円 

複数名訪問看護加算  同意：ある  なし （週１回限度）        ４５０円 

看護・介護職員連携強化加算 ２５０円 

早朝訪問看護加算（6 時～8 時） 

夜間訪問看護加算（１８時～２２時） 

深夜訪問看護加算（２２時～６時） 

２１０円 

２１０円 

４２０円 

訪問看護医療 DX 情報活用加算  （月１回）           ５０円 

訪問看護ベースアップ評価料（Ⅰ）  （月１回）          ７８０円 



備考 

※ ご利用料については、健康保険法に基づいた保険割合が利用者負担金となります。 

※ 加算については、ご利用された内容に該当した場合に保険割合に応じた負担金があります。 

※ 1 回の訪問時に係るサービス内容およびサービス対応時間、主治医の指示のもと、ご利用者の身体状況を

勘案したうえでサービス内容を計画し、ご利用者同意のうえ決定します。 

※ ご利用対象となるサービスは、事業所が発行する訪問看護計画書およびサービス内容説明書に明記された

ものが対象となります。 

※ 特別指示書により介護保険の利用者が一定期間医療保険での訪問看護になることもあります。 

 

 

【医療保険の加算】 

24時間対応体制加算 

 

特別管理加算 

 

 

 

 

 

 

 

退院時共同指導加算 

 

 

 

特別管理指導加算 

 

退院支援指導加算 

 

 

退院支援指導加算 

（長時間） 

 

 

在宅患者連携指導加算 

 

 

在宅患者緊急時等カンファ

レンス加算 

 

 

訪問看護情報提供療養費１ 

 

 

利用者又はその家族等に対して 24時間の対応体制にある場合 

 

特別な管理を要する利用者に対して、計画的な管理を行った場合に算定 

Ⅰ：在宅悪性腫瘍患者指導管理、気管カニューレ、留置カテーテルを使用して

いる状態 等                 

Ⅱ：在宅酸素指導管理、在宅自己導尿指導管理、在宅持続陽圧呼吸指導管理、

在宅自己疼痛管理指導管理等受けている状態 

人工肛門、人工膀胱を設置している状態、真皮を越える褥瘡の状態 

在宅患者訪問点滴注射管理指導料を算定している者 等 

 

病院、診療所または介護老人保健施設に入院する入所者が、退院または退所す

るにあたり、入院・入所施設の職員（医師・看護師、医師または看護師の指示

を受けた准看護師）と、訪問看護ステーションの看護師が指導を行った場合 

 

退院後、特別な管理が必要な利用者に対して、退院時共同指導を行った場合 

 

退院日の訪問が必要と認められた利用者に対して、退院日に介入して在宅生活

の指導を行った場合 

 

長時間の訪問を要する利用者に対して指導を行った場合、1 回の退院支援指導

の時間が 90 分を超えた場合又は複数回の退院支援指導の合計時間が 90 分を

超えた場合 

 

訪問診療を実施している医療機関、歯科、薬局と文書等により情報共有を行い、

看護師等がそれをふまえた療養上の指導を行った場合（利用者の同意） 

 

関係する医療関係職種等が共同でカンファレンスを行い、共有した利用者の診

療情報等を踏まえ、それぞれの職種が利用者又はその家族等に対して療養上必

要な指導を行った場合 

 

厚生労働大臣が定める疾病等の利用者について、訪問看護ステーションが市町

村に対して、保健福祉サービスに必要な情報を提供した場合 

 



 

【介護保険および健康保険対象外となるサービスご利用の場合】      全額実費負担（単位：円） 税別 

永眠時のケア（ご希望時） 

 

２０，０００円 （平日営業時間内） 

 

２５，０００円 （土日祝・営業時間外） 

 

自費での利用（外出・外泊支援等） 

 

５，０００円／時間 上限２０，０００円／日（平日営業時間内） 

 

６，０００円／時間 上限３０，０００円／日（土日祝・営業時間外） 

 

 

訪問看護情報提供療養費３ 

 

 

訪問看護ターミナルケア 

療養費１ 

 

 

難病等複数回訪問加算 

 

 

緊急訪問看護加算 

 

 

長時間訪問看護加算 

 

 

複数名訪問看護加算 

 

看護・介護職員連携強化 

加算 

 

 

訪問看護医療 DX情報活用 

加算 

 

特別訪問看護指示書 

 

入院又は入所する利用者について、訪問看護ステーションが医療機関に情報を

提供した場合 

 

在宅で死亡した利用者（ターミナルケアを行った後、24時間以内に在宅以外で

死亡した者を含む）に対して、その死亡日及び死亡日前 14 日以内に、２回以

上訪問看護を実施し、必要なターミナルケアを行った場合 

 

厚生労働大臣が定める疾病の利用者等対して、必要に応じて 1日に 2回または

3回以上訪問した場合 

 

利用者・家族等の求めに応じて診療所または在宅療養支援病院の主治医の指示

により緊急の訪問を行った場合 

 

厚生労働大臣が定める長時間の訪問を要する利用者等に対し、訪問看護ステー

ションの看護師が、長時間にわたる訪問看護を行った場合 

 

訪問看護において看護師 1名での対応が困難で、複数名で訪問した場合 

 

たんの吸引の必要な利用者に対して、訪問介護事業所の訪問介護員等に、たん

の吸引等の業務や緊急時の対応について助言した上で、業務の実施が確認でき

た場合 

 

電子資格確認により、利用者の診療情報を取得等した上で指定訪問看護の実施

に関する 計画的な管理を行った場合 

 

急性増悪および退院直後等により、頻回の訪問看護が必要と判断された場合。

２週間を限度（1回/月）。ただし、気管カニューレを使用している状態にある

もの、真皮を超える褥瘡の状態にあるものは月 2回まで可能（介護保険で介入

していた場合は、医療保険となる） 



 

８、緊急時等における対応方法 

サービス提供にあたり事故、体調の急変等が生じた場合は、ご利用者の主治医または事業所の協力医療機関

への連絡を行い、医師の指示に従います。緊急連絡先に連絡いたします。 

 

 

９、事故発生時の対応 

ご利用者が、安心して指定訪問看護サービスを受けられるよう、ご利用者に対する指定訪問看護サービスの

提供により事故が発生した場合は、市町村、ご利用者の家族、ご利用者の係る居宅介護支援事業者等に対して

連絡を行う等の必要な措置を講じます。また、賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を速やかに行いま

す。 

事業所は、三井住友海上火災保険株式会社の訪問看護事業者賠償責任保険に加入しています。 

 

 

１０、虐待防止について 

事業所は、ご利用者の尊厳保持・人格尊重、虐待の未然の防止・早期発見のため、次の措置を講じます。 

 

（１） 虐待の防止に係る責任者を置きます。 

 役職：管理者  氏名：小池 千也子 

（２） 虐待の防止のための指針を整備します。 

（３） 虐待の防止のための対策を検討する委員会を年１回以上開催します。 

（４） 従業者に対し、虐待の防止のための研修を年１回以上実施します。 

 

また事業所はサービス提供中に、虐待又は虐待を受けたと思われるご利用者を発見した場合は、速やかに市

へ通報します。 

 

 

１１、身体的拘束等の適正化について 

事業所は、ご利用者の生命または身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束その他ご利

用者の行動を制限する行為は行いません。やむを得ず身体的拘束等を行う場合は、その態様及び時間、その際

のご利用者の心身の状況並びに緊急やむをえない理由を記録します。 

 

 

１２、感染症対策について 

事業所は、感染症が発生し、又はまん延しないように次の措置を講じます。 

 

（１） 従業者の清潔の保持及び健康状態について必要な管理を行います。事業所の設備及び備品等の衛

生的な管理に努めます。  

（２） 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会を６か月に１以上

開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹底を図ります。 

（３） 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。 

（４） 従業者に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に実施します。 

 

 



１３、業務継続計画の策定について 

事業所は、感染症や非常災害の発生時において、ご利用者に対する訪問看護の提供を継続的に実施するため、

及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（業務継続計画）を策定し、業務継続計画に従い必要な

措置を講じます。  

 

（１）  従業者に対し業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施し   

ます。 

（２）   定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います 

 

 

１４、ハラスメントの防止について 

事業所におけるセクシャルハラスメントやパワーハラスメントを防止するための措置を講じ健全な職場環境

としています。また、利用者やその家族からのカスタマーハラスメントについても適切な対応に努めます。 

 

 

１５、苦情の受付について 

事業所の相談または 

苦情対応窓口 

JCHO 下関医療センター附属 訪問看護ステーション 

担当 小池 千也子（管理者・看護師）  

ＴＥＬ／ＦＡＸ：０８３（２５０）７１１６ 

 

JCHO 下関医療センター 相談窓口   

ＴＥＬ：０８３（２３１）５８１１ 

苦情担当係または、院内設置の意見箱 

 

下関市役所福祉部介護保険課事業者係   

ＴＥＬ：０８３（２３１）１３７１ 

ＦＡＸ：０８３（２３１）２７４３ 

住所：下関市南部町１番１号  

受付日時： ８：３０～１７：１５（土・日・祝日、年末年始を除く） 

 

山口県国民健康保険団体連合会    

ＴＥＬ：０８３（９９５）１０１０ 

ＦＡＸ：０８３（９３４）３６６５ 

住所：山口市朝田１９８０番地７ 国保会館 

受付日時： ９：００～１７：００（土・日・祝日、年末年始を除く） 

  

１６、実習の受け入れについて 

当事業所は、看護専門学校等の学生や病院看護師等の実習を受け入れています。ご都合をお伺いして、看護師

と一緒に訪問させていただく場合があります。 

 

 

 

 



 

当ステーションではご利用者の個人情報保護に全力で取り組んでいます 

 

   当ステーションでは、ご利用者の個人情報については下記の目的に利用し、その取扱いには細心の注意を 

払っています。個人情報の取扱いについてお気づきの点は、窓口までお気軽にお申し出て下さい。 

 

                           独立行政法人地域医療機能推進機構下関医療センター 

附属訪問看護ステーション 

管理者  小池 千也子 

 

当ステーションにおけるご利用者の個人情報の利用目的 

 

 

１、訪問看護ステーションでの利用 

１）ご利用者に提供する訪問看護サービス（計画・報告・連絡・相談等） 

２）医療保険・介護保険請求等の事務 

３）会計・経理等の事務 

４）事故等の報告・連絡・相談 

５）その他、ご利用者に係る事務所の管理運営業務 

 

２、他の事業所等への情報提供 

１）主治医の所属する医療機関、連携医療機関、ご利用者に居宅サービスを提供する他の居宅サービス事業者や

居宅介護支援事業所との連携（サービス担当者会議等）、照会への回答 

２）その他の業務委託 

３）家族等介護者への心身の状況説明 

４）医療保険・介護保険事務の委託 

５）審査支払機関へのレセプトの提出 

６）審査支払機関又は保険者からの照会への回答 

７）損害賠償保険などに係る保険会社等への相談又は届出 

８）その他、ご利用者への医療保険事務に関する利用 

 

３、その他の利用 

１）看護サービスや業務の維持・改善のための基礎資料 

２）外部監査機関への情報提供 

３）学習実習への協力 

４）学会等への発表（原則、匿名化。匿名化が困難場合は、ご利用者の同意を得ます。） 

 

付 記 

※ 上記のうち、他の医療機関又は事業所等への情報提供について同意しがたい事項がある場合には、その

旨を担当までお申し出てください。 

※ お申し出がないものについては、同意していただけたものとして取り扱わせていただきます。 

※ これらのお申し出は、いつでも撤回・変更等をすることが可能です。 

 

 



 

独立行政法人地域医療機能推進機構 下関医療センター附属訪問看護ステーション 

 個人情報保護に関する方針 

 

独立行政法人地域医療機能推進機構 下関医療センター 附属訪問看護ステーションは、個人情報保護に関す

る法律を順守して、ご利用者の個人の権利・利益を保護するために次のとおり個人情報保護方針を定めて実施し

ます。 

 

１、 個人情報収集について 

  ご利用者の個人情報は適正な（診療・看護に関する範囲）取得に努めます。その他の目的に個人情報を利用する

場合は、あらかじめお知らせし、了解を得た上で実施いたします。 

 

２、 個人情報の利用および提供について 

  ご利用者の個人情報の利用につきましては、本来の利用目的の範囲を超えて使用いたしません。 

１）ご利用者の了解を得た場合 

２） 人を鑑別あるいは特定できない状態に加工 １）して利用する場合 

３） 令等により提供を要求された場合 

 法令の定める場合を除き、ご利用者の許可なく、その情報を第三者 ２）に提供いたしません。 

 

３、 個人情報の適正管理について 

  ご利用者の個人情報については正確かつ最新の状態に保ち、漏洩、紛失、破壊、改ざん又はご利用者の個人情報

への不正アクセスを防止することに努めます。問題発生時には速やかに対処いたします。従業者への個人情報保

護に関する教育を徹底いたします。また、雇用契約時に離職後も含めて守秘義務を遵守させます。 

 

４、 個人情報の確認・修正等について 

  ご利用者の個人情報についてご利用者が開示を求められた場合には、当ステーション併設の独立行政法人地域医

療機能推進機構 下関医療センター「診療情報の提供等に関する指針」に従って対応いたします。 

また、内容が事実でない等の理由で訂正を求められた場合も、調査し適切に対応いたします。 

 

５、 問い合わせの窓口 

   個人情報保護方針に関しての質問やご意見やご利用者の個人情報のお問い合わせは、下記担当者がお受けいた 

します。                       相談窓口担当：ステーション管理者 小池 千也子 

 

６、 法令の遵守と個人情報保護のしくみの改善 

   個人情報の保護に関する法令、厚生労働省のガイドライン、医学関連分野の関連方針等の規範を遵守するとと

もに、見直しを適宜行い、個人情報保護のしくみの継続的な改善を図ります。 

平成２７年４月１日 

 

１） 個人の名前のみを消し去ることで匿名化するのでなく、あらゆる方法をもってしてもご利用者本人を特定で

きない状態にされること。 

２） 第三者とは、本来の利用目的に該当しない、又はご利用者本人によりその個人情報の利用の同意を得られて

いない団体又は個人をさす。※この方針は、ご利用者のみならず、当ステーションの職員およびステーション

と関係のあるすべての個人情報についても上記と同様に取り扱います。 

 



 訪問看護サービス内容説明書            

 2024年 6月 1日更新 

１、サービスの内容 

 （１）独立行政法人地域医療機能推進機構下関医療センター附属 訪問看護ステーションは、下記の日程で 

訪問看護サービスを提供します。 

 月 火 水 木 金 

午
前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午
後 

     

  （２）サービス内容については、別紙「訪問看護計画」に沿って提供します。 

 

２、サービス提供者 

 （１）サービス提供責任者は次のとおりです。 

     責任者（保健師）1 名  小池 千也子 

 

 （２）サービス提供スタッフは次のとおりです。 

       看護師：5 名（管理者含む） 

      

３、お支払いいただくご利用料金 

（１）介護保険  （負担割合  １割の場合です 所得に応じて 2～3 割負担） 

         □訪問看護費     ３１４・４７１・８２３・１１２８ 円／回 

         □介護予防訪問看護費 ３０３・４５１・７９４・１０９０ 円／回 

         □特別管理加算（Ⅰ・Ⅱ）  ５００・２５０  円／月 

         □緊急時訪問看護加算Ⅱ        ５７４  円／月 

           □初回加算（Ⅰ）           ３５０  円／月 

□初回加算（Ⅱ）           ３００  円／月 

 □退院時共同指導加算         ６００  円／月 

※ その他、訪問時間や病状等により加算される場合があります。 

 

 （２）医療保険     (負担割合  １割の場合です  １～３割負担) 

           □基本療養費（初日）      ５５５ 円 ＋管理療養費 ７６７円  

□基本療養費（２日目～）    ５５５ 円 ＋管理療養費 ３００円 

□基本療養費（週の４日目～）  ６５５ 円 ＋管理療養費 ３００円 

□２４時間対応体制加算（ロ）  ６５２ 円／月 

□特別管理加算（Ⅰ・Ⅱ）    ５００・２５０円／月 

□退院時共同指導加算      ８００ 円／回 

□特別管理指導加算       ２００ 円／回 

□退院支援指導加算（長時間）  ６００ 円／回（８４０円／回） 

※ その他、訪問時間や病状等による加算される場合があります。 

４、その他お願い 

（１） 利用開始時、介護保険証や健康保険証等の確認をさせていただきます。 

これらについて内容等に変化が生じた場合は、必ずお知らせください。 


